
市からのお知らせInformation

令和４年度の区長さん
問総務課（市役所2階）☎88－1116

　行政と地区住民の橋渡し役としてご活躍いただく
区長をご紹介します。（敬称略）
◎地区区長会長　○同副会長　☆同理事

元禄(☆)	 塩見　聡
元町２	 坪内　友幸
元町３	 小林　義則
昭和町１	 油谷精三郎
昭和町２	 今庄　肇
昭和町３(☆)	松村　一
旭町１	 北川　龍男
旭町２(☆)	 辰澤　啓治
旭毛屋町	 久保　清一
立川町(☆)	 鳥山　淳夫
上　郡	 久保　金喜
上袋田	 阿部　光郎
下袋田(☆)	 山川　龍弥
上　後(○)	 南部　信一
中　後(◎)	 杉平　信夫
下　後	 朝井　直正
上長渕	 木村　照雄
下長渕(○)	 織田　吉和
富　田(☆)	 小林　喜幸
沢　町	 織田　貞信
芳野町(☆)	 水谷　丈男

猪野口	 廣瀬　敏朗
若猪野	 酒井　義明
高　島(○)	 伊藤　新治
西高島	 三觜　博信
毛　屋	 三屋　俊一
猪　野	 丸山登志成
片　瀬	 丸山　真寿
片瀬町	 森景　八朗
岡横江(◎)	 鳥山　昌久

勝山地区

猪野瀬地区

龍　谷	 有原　治一
竹　林	 吉元　禎
聖　丸	 辻　健治
深　谷	 大西　一男
薬師神谷	 山内　則人
牛ケ谷(○)	 清水　修
北野津又(◎)	松井　博文
横　倉	 北川　雅敏

松　田	 下川　幸蔵
田名部	 丹後　清明
布　市(○)	 黒田　和夫
清水島	 多田　治門
北新在家	 本多　範行
別　所	 大谷　重光
境(○)	 山内　善正
戸　倉	 谷口　隆次
西ケ原	 古家　継一
新　道	 岩倉　治
細野口	 水上　俊成
北宮地	 田中　金之
堀　名	 西浦志比兵衛
中清水	 石井　多門
伊　波(◎)	 境井　義樹
妙金島	 齋藤　治一
新　保	 道林　卓惠
松ケ崎	 荒井　幸司

野向地区

荒土地区

西妙金島(○)	乾　一雄
檜曽谷	 山岸　茂樹
新　町	 平井　美則
志比原	 小林　学樹
上森川	 立平　政勝
下森川	 松川　隆
東　野	 田中　誠
伊知地	 仲谷　傳次
坂東島(◎)	 笠羽　忠恭
北郷町上野	 木下　敏秀

保　田	 多田　傳長
西光寺	 斎藤　勝彦
北西俣	 山口　伸一
矢戸口(○)	 中道　光男
本　郷	 西川　清之
西遅羽口	 飯田　靖
東遅羽口	 石田　信
杉　俣(◎)	 山内　義明
志　田	 石田　学
発　坂	 山内　幸繁
保田出村	 牧野　伸三

下荒井	 鳥山　義昭
嵭　崎(◎)	 山根　敏博
大　袋	 牧野　栄一
新　道	 酒井健一郎
北　山	 斎藤　敏幸
蓬　生(○)	 桑原　良明
中　島	 松山　滋貞
千代田	 田鳥　孝二
比　島	 松山　勝彦

北郷地区

遅羽地区

鹿谷地区

平泉寺(◎)	 中村　敬治
赤　尾	 福田　敏幸
笹　尾	 福田　義一
大　渡	 上山　幸彦
壁　倉	 福田　光平
岩ケ野(○)	 南　都志男
大矢谷	 谷口　恵二
小矢谷	 中山　茂治
神　野	 牧野　和男
経　塚	 櫻井　崇博
平泉寺町上野	窪瀬　正直

滝波町(◎)	 川原　龍夫
郡　町(○)	 竹内　和徳
五本寺	 小林　信二
黒　原	 荒井由紀夫
栃神谷	 山岸善太郎
暮　見	 植田　一成
寺　尾	 前川　哲弥
浄土寺(○)	 木下　一美
長山町	 苅安　和幸

中　尾	 石井　孝幸
北六呂師	 加藤　英孝
河　合(◎)	 斉藤　甚継
木根橋(○)	 大山口健治
小　原	 杉吉　政巳
谷	 山内　隆之

平泉寺地区

北谷地区

村岡地区
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績
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２
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受
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生
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「
早
期
発
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・
早
期
改
善
」

　
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
う
ち

に
進
行
し
、
異
常
を
感
じ
た
時
に
は
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で
に
重
症
化
し
て
い
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こ
と
多
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徴
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。
今
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も
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康
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過
ご
し
い
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康
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。

◆
国
民
健
康
保
険（
30
歳
〜
74
歳
の
方
）

負
担
額
▼
5
0
0
円

◆
後
期
高
齢
者
健
診 （
75
歳
以
上
の
方
）

負
担
額
▼
無
料

と
こ
ろ
▼
指
定
の
医
療
機
関
、
す
こ
や
か

※
ど
ち
ら
も
予
約
が
必
要
で
す
。

前
期
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）

受
付
期
間
▼
5
月
12
日
㈭
〜

�

6
月
10
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

�

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

一
次
試
験
▼
7
月
10
日
㈰

※�

二
次
試
験
の
詳
細
は
一
次
試
験
合
格
者

に
通
知
し
ま
す

試
験
会
場
▼
教
育
会
館

試�

験
内
容
▼
教
養
試
験
、性
格
特
性
検
査
、

作
文
試
験
、
専
門
試
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土
木
技
術
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申�

込
方
法
▼
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験
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書
に
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要
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を
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入
し
、
総
務
課
人
事
職
員
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
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最
終
合
格
発
表
▼
9
月
上
旬（
予
定
）

内�

　
容
▼
測
定
（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

血
圧
）、
検
査 

（
尿
、
血
液 
（
脂
質 

・ 

血
糖 

・
肝
機
能
・
貧
血
・
尿
酸
・
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
・
眼
底
） 

、
心
電
図
、
診
察

健�

診
日
▼
広
報
か
つ
や
ま
プ
ラ
ス
版
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

※
受
診
券
は
5
月
下
旬
頃
発
送
し
ま
す

※�

人
間
ド
ッ
ク
を
申
し
込
ま
れ
た
方
は
受

診
で
き
ま
せ
ん

※�

受
診
時
に
は 

「
受
診
券
」 「
問
診
票
」 

「
検
査
料
金
」 「
被
保
険
者
証
」 

を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い

試験区分 事務職 土木技術職

採用人数 3人程度 2人程度

受験資格 問わない
土木に関する専門技術を有する方。
または令和5年3月末日までにその
知識の習得が見込まれる方

生年月日
平成5年4月2日～

平成13年4月1日
平成2年4月2日～

平成13年4月1日

後
期
試
験（
高
校
卒
業
程
度
）

一
次
試
験
▼
9
月
18
日
㈰

試
験
区
分
▼
消
防
士　
1
人

受�

験
資
格
▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
令
和
5
年
3
月

末
日
ま
で
に
そ
の
免
許
の
取
得
が
見

込
ま
れ
る
方

生
年
月
日
▼
平
成
4
年
4
月
2
日
～

�

平
成
17
年
4
月
1
日

日
曜
日
健
診
の
ご
案
内

　

日
曜
日
の
午
前
中
に
健
診
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

と
　
き
▼
7
月
17
日
㈰
、
11
月
28
日
㈰

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か
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